
平成30年 3月30日 道路法改正（重要物流道路の創設）

平成30年 6月 新広域道路交通ビジョン・計画の策定に着手

約20年間

平成31年4月1日 重要物流道路指定（供用中・事業中区間）
指定延長：35,118ｋｍ（県内指定延長：744ｋｍ）

平成 6年 2月 広域道路整備基本計画

重要物流道路の追加指定（国土交通大臣）

令和 3年 2月25日 中部地方幹線道路協議会（三重県地区会議）の開催

令和 3年 3月 8日 三重県版 新広域道路交通ビジョン・計画の策定

三重県新広域道路交通ビジョン・計画の策定について

令和 3年6月23日 三重県議会定例会 防災県土整備企業常任委員会
三重県版新広域道路交通ビジョン・計画の公表

２ これまでの経緯と今後の予定

平成６年に広域道路整備基本計画が策定され、約20年間見直しが行われて
いないことに加え、平成30年３月の道路法の改正により、国土交通大臣が物
流上重要な道路輸送網を指定する「重要物流道路制度」が創設され、これを
契機に広域道路ネットワークを見直すことになりました。
重要物流道路は、新たな国土構造の形成、グローバル化、国土強靱化等の

新たな社会・経済の要請に応える広域道路ネットワークを検討した上で、効
果的に指定されることになります。
このため、各都道府県において、新たな広域道路交通ビジョン・計画を策

定することとなり、本県においても、令和３年３月に「三重県新広域道路交
通ビジョン・計画」を策定し、令和３年６月23日に公表するものです。

１ 概要
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三重県新広域道路交通ビジョンの概要
１.現状や課題および施策（みえ県民力ビジョン・第三次行動計画（令和2年4月）から抽出）

２.広域的な道路交通の課題（三重県総合交通ビジョン（平成27年3月）から抽出） ３.広域的な道路交通の基本方針（三重県総合交通ビジョン（平成27年3月）から抽出）

１．県民の日常生活を支える交通に対する課題
（１）観光地および施設周辺での局地的な渋滞の解消

（２）県内道路の整備

２．交流や経済活動を支える交通に対する課題
（１）地域間道路交通ネットワークの機能の確保

（２）広域交通結節点へのアクセス交通の確保

（３）ミッシングリンクやボトルネックの解消

（４）総合港湾としての四日市港の機能強化

３．安全・安心な交通に対する課題
（１）安全・安心な移動の実現

（２）災害に強い交通施設の整備の推進

（３）命を支える道路の整備

【広域道路ネットワーク】

（１）県民の日常生活を支える渋滞緩和のための道路ネットワークの強化

（２）県内外との交流・連携を支える都市間ネットワークの強化

（３）産業集積地域における経済活動を支える物流ネットワークの強化

（４）観光周遊や観光誘客のための主要な観光地を連絡するネットワーク

の強化

（５）県民の皆さんの安全・安心のためのネットワークの強化

【交通・防災拠点】

（１）広域交通結節点の機能強化

（２）リニア中央新幹線県内中間駅へのアクセス強化

（３）安全・安心を高めるための防災拠点の機能強化

【ＩＣＴ交通マネジメント】

（１）次世代を見据えた交通基盤の整備４．次世代を支える交通に対する課題
（１）新たな交通技術や情報通信技術を活用した交通のあり方検討

○交通安全対策の一層の推進

○地域の活力の向上

○強じんで多様な産業構造の構築
○観光産業の高付加価値化と受入れ環境の整備
○安心と活力を生み出す基盤の整備

①防災・減災対策を進める体制づくり

⑥南部地域の活性化
⑦東紀州地域の活性化

⑨Society5.0時代の産業の創出

⑩戦略的な企業誘致の推進と県内再投資

⑪世界から選ばれる三重の観光

⑬道路網・港湾整備の推進
⑭安心を支える未来につなげる公共交通の充実
⑮安全で快適な住まいまちづくり

【施 策】【現状や課題】
○防災・減災体制の強化と災害対応力の充実・強化

○地球温暖化の「緩和」と回避・軽減する「適応」の取組 ②災害に強い県土づくり

③交通事故ゼロをめざす安全なまちづくり
④環境への負荷が少ない持続可能な社会づくり
⑤市町との連携による地域活性化

⑧ものづくり・成⾧産業の振興

⑫国際展開の推進

の促進
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